
令和３年10月７日発行の「匠208号」でも解説しているとおり、令和５年10月１日から消費税のインボ
イス制度（適格請求書等保存方式）が始まり、請求書や領収書にインボイス登録事業者であることを示す「登
録番号」や「税率ごとの消費税額」の記載が求められます（下図参照）。

この制度の問題点は、本制度登録事業者でなければインボイスが発行できないため、取引先が消費税の本則
課税制度を選択している場合、仕入額控除ができないことないことにあります（下図参照）。

このため登録事業者とならず免税事業者のままでいた場合、取引先から「課税事業者になるか」、「取引をや
めるか」、「控除できない消費税相当額の値引き」を求められる可能性があります。

インボイス制度導入に伴う免税事業者は概ね次の３つの選択肢があります。

その１　登録事業者となって消費税の申告・納税をする（負担消費税額右図参照）
その２　�登録事業者とならないで、これまでと同じ取引先との取引を続ける�

（取引先が簡易課税制度をとっている場合等）
その３　登録事業者にならないで、エンドユーザー向けの事業に切り替える

登録にあたっては、取引先の状況（インボイスが必要かどうか）を見極めたうえで、登録するなら令和５年
３月31日までに行うことが必要です。

７
月
１
日（
金
）午
後
２
時
よ
り
、
全
国

安
全
週
間
の
本
週
間
（
７
月
１
日
～
７
日
）

の
な
か
、
五
宮
神
社
に
お
い
て
、
第
40
回

安
全
祈
願
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

祝
詞
奏
上
の
後
、
根
塚
三
起
生
県
連
会

長
、
来
賓
の
浅
野
浩
幸
氏
（
富
山
労
働
局

健
康
安
全
課
長
）、
上
田
拓
夫
氏
（
建
設
業

労
働
災
害
防
止
協
会
富
山
県
支
部
専
務
）、

丸
田
和
重
氏
（
富
山
県
建
設
国
民
健
康
保

険
組
合
理
事
長
）
に
よ
る
玉
串
奉
奠
が
あ

り
、
労
働
災
害
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
安
全
優
良
事
業
所
表
彰
に
あ

梅
雨
の
最
中
の
令
和
4
年
6
月
26
日

（
日
）、
富
山
県
建
築
大
工
技
能
士
会
主
催

の
研
修
会
が
金
沢
城
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
21
名

が
参
加
し
、
技
能
士
会
会
員
、
県
連
会
員
、

県
下
訓
練
校
の
指
導
員
な
ら
び
に
訓
練
生

と
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
集
い
ま
し
た
。

講
師
に
石
川
県
教
育
委
員
会
金
沢
城
調

査
研
究
所
所
長 

冨
田
氏
を
迎
え
、
金
沢
城

内
に
あ
る
様
々
な
石
垣
や
石
積
み
に
つ
い

て
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
興
味
を

引
い
た
の
は
、
玉

ぎ
ょ
く

泉せ
ん

院い
ん

丸ま
る

庭て
い

園え
ん

内
に
あ
る

「
色し

き

紙し

短た
ん

冊ざ
く

積づ
み

石い
し

垣が
き

」

で
す
。
石
垣
上
部
に

滝
を
組
み
込
ん
だ
特

別
な
石
垣
で
、
穴あ

の
う生

衆し
ゅ
うと
呼
ば
れ
る
加
賀

藩
御
用
達
の
石
工
集

団
に
よ
る
石
積
み
の

技
術
と
、
庭
園
と
し
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築
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催
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催

●安全優良事業所
支部名 事業所名 代表者名
立　山 加 藤 建 築 加藤 幸雄
魚　津 ㈲本田工務店 本田 晶也
富　山 石 川 工 業 石川 雅規
富　山 岩 崎 工 業 岩崎　 宏
西高岡 四 日 建 築 四日 光則
新　湊 フシキクロス 伏木 幹夫
小矢部 工 務 店 櫻 井 櫻井 晴男 
福　岡 デ グ チ 出口 　勇

た
り
、
根
塚
会
長
が
「
今
年
は
連
日
の
暑

さ
で
熱
中
症
な
ど
の
労
働
災
害
の
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
る
。
多
く
の
事
業
所
で
安

全
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
暑
さ

が
続
く
な
か
、
お
身
体
を
ご
自
愛
い
た
だ

き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
受
賞
事
業
所
の
代

表
ら
に
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

来
賓
の
浅
野
課
長
よ
り
「
県
内
の
建
設

に
係
る
労
災
事
故
は
年
間
30
件
程
度
で
推

移
し
て
お
り
、
墜
落
・
転
倒
災
害
も
多
く

発
生
し
て
い
る
。
安
全
帯
や
足
場
の
確
保

に
更
な
る
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

熱
中
症
対
策
と
し
て
気
温

に
応
じ
た
作
業
配
分
や
水

分
補
給
な
ど
に
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
」
と
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
有
限
会
社
本

田
工
務
店
代
表
、
本
田
晶

也
氏
（
魚
津
支
部
）
が
受

賞
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述

べ
、
安
全
祈
願
祭
を
終
了

し
ま
し
た
。

免税事業者は状況を見極めたうえで対応を
インボイス制度インボイス制度へのへの登録登録

建設業における「適格請求書」のイメージ

登録申請のスケジュール

負担消費税額
●免税事業者
年間売上 900万円
預かり消費税 なし
年間仕入 540万円
支払い消費税

（材料等購入時に
支払った消費税）

49万円

納付税額 なし
●課税事業者（本則課税）
年間売上 900万円 消費税込
預かり消費税 82万円 売上900－

売上900÷（1＋税率10％）
年間仕入 450万円 消費税込　仕入率50％で計算
支払い消費税

（材料等購入時に
支払った消費税）

41万円 仕入450－
売上450÷（1＋税率10％）

納付税額 41万円 預かり消費税－支払い消費税
●課税事業者（簡易課税）
年間売上 900万円 消費税込
預かり消費税 なし
年間仕入 540万円 消費税込
支払い消費税

（材料等購入時に
支払った消費税）

49万円

納付税額 36万円 売上900×税率10％－売上900×
税率10％×みなし仕入率60％

登録申請書は、2021年10月1日から提出可能となって
います。インボイス制度が導入される2023年10月1日
から登録を受けるためには、原則として、2023年3月31
日まで（困難な事情がある場合には2023年9月30日ま
で）に登録申請書を提出する必要があります。

2021年10月1日 2023年3月31日 2023年10月1日

登録申請書
受付開始

インボイス制度
導入

登録申請書の提出期限（2023年
10月1日から登録を受ける場合）

登録申請書の提出を受
けた後、審査に一定の時
間を要するとのこと。

て
の
意
匠
が
見
事
に
融
合
し
た
傑
作
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
冨
田
氏
に
よ
る
解
説
に

参
加
者
全
員
が
聞
き
入
り
、
途
中
に
質
問

を
挟
み
な
が
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
2
時
間

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
五ご

十じ
っ

間け
ん

長な
が

屋や

を
見
学
し
、
懇
親
会
会
場
へ
移

動
し
ま
し
た
。

金
沢
市
内
の
懇
親
会
会
場
で
は
、
根
塚

県
連
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
り
、
久

し
ぶ
り
の
お
酒
の
席
に
皆
さ
ん
楽
し
く
酔

い
し
れ
ま
し
た
。
最
後
は
城
技
能
士
会
副

会
長
の
音
頭
で
一
本
絞
め
を

行
い
、
送
迎
バ
ス
に
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

来
年
の
研
修
会
も
大
勢
の

参
加
者
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
技
能
士
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

富
山
県
建
築
大
工
技
能
士
会

�

会
長　

平
井  

健
司

請 求 書
2023年●月●日

株式会社 全建工務店 ㊞
登録番号 T1234567890123

●●●●様

振込先：●●銀行●●支店
普通口座：0123456
口座名義：カ）ゼンケンコウムテン
※お振込手数料はご負担にてお願いいたします。

ご請求額　金 660,000円
お支払期限　2023年●月●日

品　目 単価（円） 数量 金額（円）
洗浄便座　●●製　型番ZEN-123 200,000 2 400,000
既存便座撤去および洗浄便座取付工事費 40,000 2 80,000
洗面台　●●製　型番SOU-456（WH） 90,000 1 90,000
既存洗面台撤去および新規洗面台取付工事費 30,000 1 30,000

小　計 600,000
消費税（10％） 60,000

合　計 660,000

※ 建設業に８％の軽減税率適用の取引はありませんので、軽減税率対象であることを
示す「８％対象０円（内消費税０円）」のような記載は必要ありません。

❶

❷❻

❸

❺
❹

仕入先が適格請求書を発行で
きる課税事業者ならば、納税
額は20万円で済んだのに…

納税額
60万円

税務署

仕入先は免税事業者なの
で適格請求書等を発行で
きません。したがって、
仕入元は支払った消費税
相当額の40万円が控除
できなくなり、結果、納
税額は60万円になって
しまいました！！

仕入元もこれでは経営が
大変です。自らの過大な
負担を避けるためには仕
入先の免税事業者に「課
税事業者」になってもら
うか、40万円の値引き
を求めるしかなくなって
しまいます。

仕入先
（免税事業者）

仕入元
（課税事業者） お客様

税込440万円
（本体400万円）

で仕入れ

税込660万円
（本体600万円）

で販売

支払った
消費税相当額
40万円

預かった
消費税
60万円

40万円が
差引けない!!

今年度受賞された事業所代表の方々
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訓練生との絆を大切に
富山地協　富山支部
稗苗 良二さん（70歳）

わ
な
い
と
思
う
し
、
む
し
ろ
直
接
連

絡
し
づ
ら
い
と
感
じ
さ
せ
て
い
る
の

だ
と
し
た
ら
、
改
善
し
た
い
。
以
前
、

連
絡
な
し
で
欠
席
を
続
け
た
訓
練
生

も
い
た
が
、
問
い
た
だ
す
こ
と
は
せ

ず
、「
約
束
を
守
れ
な
い
人
間
だ
と
思

わ
れ
る
ぞ
」
と
伝
え
、
改
善
を
促
し
た
。

大
切
な
こ
と
は
、
訓
練
生
と
の
絆
。

せ
っ
か
く
こ
う
し
て
出
会
っ
て
で
き

た
絆
を
卒
業
後
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

ま
た
、
気
軽
に
連
絡
が
取
り
合
え
る

関
係
で
あ
り
続
け
た
い
。

Ｑ　

大
工
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ　

特
に
大
工
を
目
指
し
た
わ
け
で

も
な
く
、
気
づ
い
た
ら
大
工
だ
っ
た
。

『
木
』に
関
す
る
こ
と
と
言
え
ば
、
祖

父
が
木
挽
き
だ
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
、

中
学
卒
業
後
、
黒
部
の
高
等
技
能
学

校
木
工
科
に
入
学
し
、
一
年
間
学
ん

だ
。
木
工
科
は
木
に
関
す
る
学
科
で
、

大
工
の
ほ
か
家
具
屋
や
建
具
屋
な
ど

様
々
な
職
業
を
目
指
す
生
徒
が
集

ま
っ
て
い
た
。
鉋
研
ぎ
や
鑿
研
ぎ
な

ど
初
歩
的
な
こ
と
か
ら
始
め
、
卒
業

時
に
は
生
徒
全
員
が
サ
イ
ド
ボ
ー
ド

を
完
成
さ
せ
て
い
た
。

Ｑ　

富
山
訓
練
校
の
校
長
の
ほ
か

様
々
な
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

訓
練
校
の
指
導
員
に
な
っ
た
の

は
約
8
年
前
。
訓
練
校
で
は
各
指
導

員
が
そ
れ
ぞ
れ
交
代
で
分
担
し
、
技

能
メ
イ
ン
で
教
え
て
い
る
。

私
の
担
当
は
刃
物
研
ぎ
と

鉋
。
最
近
の
現
場
で
は
鉋

を
使
う
場
面
は
極
端
に
少

な
い
が
、
大
工
の
代
表
的

な
技
術
の
一
つ
と
し
て
少

し
で
も
身
に
付
け
て
柱
一
本
で
も
削

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

訓
練
校
以
外
で
は
、
職
藝
学
院
の

特
任
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
、
生
徒
と

一
緒
に
実
物
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
立
山
博

物
館
に
あ
る
旧
宿
坊
「
教き

ょ
う
ざ
ん
ぼ
う

算
坊
」
の

塀
。
ぐ
る
り
と
囲
む
塀
の
総
延
長
は

100
ｍ
に
も
な
っ
た
。
そ
の
他
、
富
山

城
址
公
園
内
の
茶
室
「
本
丸
亭
」
の

水
屋
や
、
朝
日
町
の
清せ

い
す
い
じ

水
寺
観
音
堂

な
ど
、
生
徒
と
コ
ラ
ボ
し
た
建
築
は

様
々
あ
る
。

ま
た
、
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

と
し
て
富
山
工
業
高
校
で
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
達
に
は
、
技

術
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自

然
や
木
を
大
事
に
す
る
優
し
さ
、
人

間
力
の
あ
る
大
工
を
目
指
し
て
ほ
し

い
と
指
導
し
て
い
る
。

Ｑ　

校
長
と
し
て
訓
練
生
と
ど
の
よ
う

に
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

在
学
中
の
訓
練
生
と
の
唯
一
の

約
束
事
は
「
連
絡
な
し
の
欠
席
は
し

な
い
」
こ
と
だ
け
。
直
接
の
連
絡
で

は
な
く
、
他
の
訓
練
生
づ
て
で
状
況

を
知
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
で
構

組
織
維
持
拡
大
運
動
中
間
報
告

組
織
維
持
拡
大
運
動
中
間
報
告

●
今
年
度
の
目
標
に
つ
い
て

県
連
で
は
、
組
合
員
の
減
少
が
続

く
な
か
、
組
織
の
維
持
・
拡
大
は
組

織
強
化
、
財
政
基
盤
の
安
定
、
独
自

国
保
の
事
業
運
営
の
た
め
の
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
、
新
規
組
合
員
加

入
促
進
運
動
を
組
織
一
体
と
な
っ
て
、

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

組
合
数
は
令
和
４
年
１
月
末
以
降

４
，０
０
０
人
を
割
る
状
況
が
続
い
て

い
る
も
の
の
、
組
合
員
数
４
，０
０
０

人
を
維
持
す
る
最
低
ラ
イ
ン
と
位
置

づ
け
、
さ
ら
に
そ
の
１
％
拡
大
を
目

標
と
し
て
「
増
や
せ
40
、
守
れ
４
０

０
０
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
ま

し
た
。

ま
た
こ
れ
に
加
え
、
令
和
２
年
度

（
212
人
）、
令
和
３
年
度
（
217
人
）
を

超
え
る
250
人
を
今
年
度
新
規
加
入
組

合
員
数
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
維
持
拡
大
の
た
め
の
取
組
み

従
来
か
ら
の
新
規
加
入
者
紹
介
運

動
の
継
続
と
と
も
に
、
昨
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
地
域
商
工
会
議
所
へ
県

連
役
員
が
訪
問
し
、
県
連
・
国
保
の

紹
介
チ
ラ
シ
の
配
置
や
地
域
組
合
へ

の
加
入
勧
誘
を
依
頼
す
る
運
動
を
引

き
続
き
展
開
し
ま
し
た
。

新
規
加
入
紹
介
運
動
の
支
部
へ
の 

助
成
措
置

令
和
４
年
度
中
の
新
規
加
入
人
数
に

対
し
2
，0
0
0
円
／
１
人

【
参
考
】
国
保
助
成
措
置

令
和
４
年
度
中
の
新
規
加
入
人
数（
50

歳
未
満
）に
対
し
5
，0
0
0
円
／
１
人

●
上
期
組
合
数
の
動
向

表
１
の
と
お
り
、
令
和
４
年
度
６
月

末
組
合
員
数
は
3
，9
72

人
と
な
っ
て

お
り
、
退
会
者
の
増
加
に
よ
り
漸
減
傾

向
が
続
き
、
4
，000


人
を
割
り
込
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
新
規
加
入
者
は
、
６
月
末

時
点
で
135
人
と
令
和
３
年
度
（
130
人
）、

令
和
２
年
度
（
132
人
）
を
超
え
て
い
る

一
方
、
退
会
者
数
は
173
人
と
令
和
３
年

度
（
122
人
）、
令
和
２
年
度
（
153
人
）

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

●�

下
期
の
新
規
会
員
紹
介
運
動
へ
の�

一
層
の
協
力
を

６
月
末
時
点
で
の
新
規
加
入
者
数
を

見
て
も
、
維
持
拡
大
の
取
組
み
が
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
た
め
、
下
期
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

組
合
員
各
位
に
一
声
“
声
掛
け
運
動
”

に
よ
る
加
入
推
進
に
一
層
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

表１　令和４年度月別組合員増減表　（６月末時点/単位：人）

項目　　　月 １月末日 ２月末日 ３月末日 ４月末日 ５月末日 ６月末日 累計 前年６月末累計 前年差

組合員総数 3,991 3,982 3,981 3,974 3,985 3,972 3,972 4,068 △96

入会者数 27 17 31 24 23 13 135 130 5

退会者数 46 26 32 31 12 26 173 122 51

増減数 △19 △9 △1 △7 11 △13 △38 8 △46

加減累計 △19 △28 △29 △36 △25 △38

※令和３年12月末時点総数…4,010人（再加入含む/異動加入は同月内±ゼロとなる為含まず）

表３　令和３年度月別組合員増減表　（単位：人）

月
項目

１月
末日

２月
末日

３月
末日

４月
末日

５月
末日

６月
末日

累計
（半期）

７月
末日

８月
末日

９月
末日

10月
末日

11月
末日

12月
末日

累計
（年間）

令和2年
12月末 前年差

組合員総数 4,041 4,036 4,048 4,060 4,067 4,068 4,068 4,056 4,065 4,055 4,059 4,043 4,010 4,010 4,060 △50

入会者数 17 11 25 37 20 20 130 13 22 17 20 6 9 217 212 5

退会者数 36 16 13 25 13 19 122 25 13 27 16 22 42 267 307 △40

増減数 △19 △5 12 12 7 1 8 13 9 △10 4 △16 △33 △50 △95 45

加減累計 △19 △24 △12 0 7 8 21 30 20 24 8 △25

※令和２年12月末時点総数…4,060人（再加入含む/異動加入は同月内±ゼロとなる為含まず）

表２　令和４年度上期支部別
組合員増減表（異動・再加入含む）

（６月末時点/単位：人）
新川地協

 支部名 R3.12
末人数

1～6月
加入数

1～6月
脱会数

R4.6
末人数 増減数

朝 日 99 1 △5 95 △4
入 善 173 3 △1 175 2
黒 部 176 3 △10 169 △7
魚 津 250 5 △11 244 △6
加 積 152 7 △11 148 △4
上 市 84 6 △2 88 4
立 山 96 3 △2 97 1

（小計） 1,030 28 △42 1,016 △14

富山地協
水 橋 63 3 △1 65 2
三 郷 17 0 0 17 0
岩 瀬 51 6 △3 54 3
富 山 492 19 △40 471 △21
四 方 41 2 0 43 2
八 幡 41 0 △1 40 △1
呉 羽 212 16 △15 213 1
富 南 45 0 △1 44 △1
大 山 27 1 △1 27 0
大沢野 91 6 △1 96 5
婦 中 113 2 △3 112 △1
八 尾 94 3 0 97 3
細 入 17 0 0 17 0
山 田 14 0 △1 13 △1

（小計） 1,318 58 △67 1,309 △9

高岡地協
射　水 250 4 △6 248 △2
新　湊 233 3 △15 221 △12
般若野 29 3 △2 30 1
伏　木 22 0 △2 20 △2
高岡東部 52 1 △1 52 0
高 　 岡 220 26 △8 238 18
高岡南 90 1 △3 88 △2
西高岡 87 4 △3 88 1
太　田 22 0 △1 21 △1
氷　見 187 5 △6 186 △1

（小計） 1,192 47 △47 1,192 0

両砺波地協
砺 波 124 1 △6 119 △5
井 波 50 0 △4 46 △4
福 野 49 1 △3 47 △2
城 端 40 1 △3 38 △2
福 光 77 2 △7 72 △5
福 岡 36 2 0 38 2
小矢部 94 4 △3 95 1

（小計） 470 11 △26 455 △15
合計 4,010 144 △182 3,972 △38

表４　新規加入者職種
（令和４年１月～６月/単位：人）

職種 人数
建 築 大 工 24
型 枠 大 工 4
左 官 0
建具・サッシ・家具工 2
塗装・看板・ガン吹工 4
建 築 板 金 工 6
鳶・解体・基礎・杭打 15
電 気 工 12
土 工 ・ 土 木 7
石 工 0
鉄 筋 工 2
鉄骨・鉄工・溶接工 10
空調・ 給排水配管工 5
タ イ ル 張 工 0
屋根瓦葺工・ 瓦工 8
造 園 工 ・ 植 木 2
室内装飾・ 床張工 5
建築設計・ 建築管理 10
建設関係機械運転手 2
建 設 事 務 7
防水工・コーキング工 0
ブロック・ レンガ工 0
畳 工 0
営 業 3
建 設 業 7

合　　計 135

  
組
織
拡
大
ス
ロ
ー
ガ
ン  

増
や
せ

増
や
せ
4040
、守
れ
、守
れ
4
0
0
0

4
0
0
0

新
規
会
員
紹
介
運
動
へ
の
一
層
の
協
力
を
！

伝統工法体験学習会伝統工法体験学習会
厳浄閣、瑞泉寺を見学

7月20日（水）、
伝統工法体験学習
会が開催され、訓
練校指導員や訓練
生ら34名が参加
しました。
昼食後、福野高校へ移動し厳

がんじょうかく

浄閣を見学しました。
厳浄閣は1903年に富山県立農学校（現在の県立南砺
福野高校）の本館として竣工された木造2階建て和洋
折衷のコロニアル様式の建物で、1997年に国の重要
文化財に指定されました。ガイドの案内のもと、参加
者は館内の展示物や建造物について質問等を交えなが
ら視察しました。
次に井波別院瑞泉寺に向かいました。瑞泉寺は真宗
大谷派の寺院で、1390年に本願寺第5代綽

しゃくにょ

如上人に
より開創されて以来、数度の火災による消失を経なが
らもその都度再建され、現在に至ります。当日は本堂
と太子堂に加え、一般公開されていない山門も見学で
き、精緻を凝らした彫刻や、現在では入手困難な床板
などに参加者から感嘆の声があがっていました。
最後に、参加者の安元将太朗さん（砺波訓練校訓練
生）が棟梁をつとめる砺波市内の神社に向かいました。
先日、北日本新聞でも紹介されましたが、氏子20名
強ということで予算面の制約があるなか、棟梁をはじ
め携わっている皆さんが精一杯の仕事をするという気
概をもって取り組む様子に、訓練生達は各自メモや写
真を撮りながら熱心に見学していました。
曇り空のなか半日の研修でしたが、「伝統工法」の
名にふさわしい充実した学習会となりました。

	▶
教
算
坊
の
塀

	▶
生
徒
と
の
清
水
寺

観
音
堂
建
築
の
様
子 	◀▲本丸亭の水屋

	▲無垢材のテーブル（幅1,850／長さ4,600／高さ90cm） 
上面は手鉋仕上、下面全体はちょうな仕上（令和4年）

令和４年（2022年）７月29日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第211号　　( 2 )



６
月
24
日（
金
）
午
後
２
時
よ
り
、

富
山
県
建
築
会
館
２
階
大
会
議
室
に

お
い
て
第
275
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

通
常
組
合
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
引
き
続
き
一
定
以
上
出

て
い
る
こ
と
か
ら
三
密
対
策
を
考
慮

し
富
山
県
総
合
運
動
公
園
で
７
月
25

日（
月
）午
後
２
時
よ
り
の
開
催
と
組

合
会
附
議
事
項
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

●
通
常
組
合
会
附
議
事
項

・
議
案
第
１
号

令
和
３
年
度
富
山
県
建
設
国
保
組

合
事
業
報
告
承
認
の
件

・
議
案
第
２
号

令
和
３
年
度
富
山
県
建
設
国
保
組

合
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

・
議
案
第
３
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

規
約
の
一
部
改
正
の
件

●
報
告
事
項

・
報
告
第
１
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
令
和
４
年
度
の
保
険
料
減
免
基

準
に
つ
い
て

・
報
告
第
２
号

第
275
回
理
事
会
開
催

押
印
の
省
略
化
に
つ
い
て

〇
健
康
優
良
家
庭
表
彰

最
長
16
年
の
無
診
療
者
を
含
む
36

名
を
表
彰
。

２
月
の
通
常
組
合
会
で
承
認
さ
れ

た
「
富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組

合
法
令
遵
守
実
戦
計
画
」
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

・�
法
令
遵
守
担
当
理
事 

�

高
見
雅
志
常
務
理
事

・�

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者 

�
山
本
芳
晴
事
務
局
長

・�

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
管
理
者 

�
水
橋
有
美
給
付
係
長

・�

機
密
文
書
管
理
統
括
責
任
者 

�

山
本
芳
晴
事
務
局
長

・�

機
密
文
書
管
理
責
任
者 

�

水
橋
有
美
給
付
係
長

国
の
来
年
度
に
向
け
た
予
算
編
成

が
始
ま
る
時
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、

厚
労
省
が
作
成
す
る
概
算
要
求
に

“
国
保
組
合
に
対
す
る
補
助
金
の
現
行

水
準
が
確
保
”
さ
れ
る
よ
う
、“
建

設
労
働
者
の
声
を
届
け
る
実
践
活
動
”

と
し
て
組
合
員
の
皆
様
か
ら
提
出
い

た
だ
い
た
“
手
書
き
の
要
請
ハ
ガ
キ

７
，２
８
２
枚
”
を
全
国
の
仲
間
と
共

に
厚
生
労
働
省
へ
７
月
26
日
に
投
函

し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
体
制
に
つ
い
て

2
0
2
3
年
度

予
算
要
求
運
動
を
開
始

令和 4 年度の集団健診が始まっています。
昨年、一昨年に、コロナの影響で受診控えを
された方も、早期発見のため・今の自分の健
康状態を知るためにも、今年度は受診しまし
ょう！
地域組合での集団健診をご希望される場合は、
所属する地域組合へお問い合わせください。
地域組合での集団健
診と日程が合わない
場合や、もう終わっ
てしまっている場合
も、下記健診機関で
受診できます。

北陸予防医学協会
富山

富山市西二俣277-3
076-436-1244

北陸予防医学協会
高岡

高岡市金屋本町1-3
0766-24-3221

北陸予防医学協会
とやま健診プラザ

富山市千代田町2-1
076-471-5789

富山市医師会 富山市経堂4-1-36
076-422-4811

友愛健康医学
センター

富山市婦中町中名
1554-17
076-466-5544

日本健康倶楽部 富山市二口町4-3-1
076-493-1717

JCHO
高岡ふしき病院

高岡市伏木古府元町8-5
0766-44-1250

「新型コロナウイルスに係る傷病手当」を令和4年9月まで延長。 
（第274回理事会決定）
⑴�　支給対象者：組合員のうち被用者（給与の支払を受けている者に限る）

となっている者で、新型コロナウイルス感染症に感染した場合又は発熱等
の症状があり感染が疑われる場合に、その療養のため労務に服することが
できなかった者です。

⑵�　支給要件：支給対象となる期間は、労務に服することができなくなった日
から起算して3日を経過した日から労務に服することができなかった期間とな
ります。ただし、給与収入の全部または一部を受けることができる者に対し
ては、これを受けることができる期間は傷病手当金を支給しません。

⑶�　支給額：直近の継続した3ヶ月間の給与収入の合計額を就労日数で除
した金額×2/3×日数となります。

⑷�　適用期間：令和2年1月1日～令和4年9月30日の間で療養のため労
務に服することができない期間となります。

⑸�　申請手続：申請には、被保険者用の申請書、事業主及び受診した医
療機関等が証明する申請書が必要となります。また、新たに令和4年7月
以降の申請については、給与支給者であることや療養休業した期間が無
休となったことを確認するため、新型コロナウイルス感染症により療養休業
した月を含めた、それまでの3ヶ月分の給与支払明細書の写しを添付してく
ださい。

※なお当国保は、今後も国が傷病手当の適用期間を延長した場合には、「新
型コロナウイルスに係る傷病手当の支給規程」に基づき国に準拠した対応
を取っていきます。

「新型コロナウイルスに係る令和4年度の保険料減免基準」を決定。（第
274回理事会決定）

１．決定に至る経過：
当国保組合の規約第26条では、特別の事情により生活が著しく困難と

なった組合員がある場合、その者の申請によって保険料を減免するとしていま
す。令和2年度と令和3年度では、国の支援基準に準じて年収が前年度よ
り30％以上減少する見込みの者からとしていたが申請者が無く、また申請時
に減収根拠資料の添付を求めていたことから辞退された者があったことや審議
も要することから、令和4年度より全組合員が容易に同意できる内容に改定
しました。
①対象者：
・加入する全ての組合員とする。
・�新型コロナウイルス感染症により、重篤な傷病を負ったものに限る。
②減免額：

減免とする保険料は、組合員と家族分を合わせた保険料（医療分、後期

高齢者支援金分、介護分）とする。
③適用期間：

減免とする対象期間は、組合員が新型コロナウイルス感染症に陽性となっ
た月の翌月保険料分から最大2ヶ月間とする。なお、減免する対象の保険料
は、令和5年3月末納付期限となる令和5年2月分保険料までとする。

附　則
・�この減免基準は、令和4年6月1日より施行し、令和5年2月20日まで

に申請・受付けたものまでとする。

「重篤な傷病」とは、1ヶ月以上の治療を有すると認められるなど、新型
コロナウイルス感染症の病状が著しく重い場合をいう。そこで、医療機関
等から宿泊療養と自宅療養の期間も含めた連続して通算1ヶ月以上の証
明書が、発行される場合となります。

ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
が
続
い

て
い
た
「
全
建
総
連
予
算
要
求
中
央

総
決
起
大
会
」
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
こ
と
か
ら
参
加
の
う
え
田
畑
裕

明
衆
議
院
議
員
事
務
所
へ
の
要
請

（
尾
崎
秘
書
代
理
受
領
）
を
行
な
い
ま

し
た
。
な
お
、
野
上
浩
太
郎
参
議
院

議
員
へ
は
、
選
挙
後
の
陳
情
要
請
と

し
ま
し
た
。

国
保
法
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度

は
国
保
組
合
に
対
す
る
所
得
調
査
実

施
の
通
達
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
７
月

か
ら
９
月
に
掛
け
て
国
の
定
め
る
方

式
（
情
報
連
携
調
査
）
に
よ
り
、
令

国
保
加
入
組
合
被
保
険
者

の
所
得
調
査
の
実
施

新型コロナウイルス感染者関連情報

令和４年４月１日より建築物の改造・
補修、工作物の解体・改造・補修の請負
金額の合計が100万円以上、建築物の解
体で対象の床面積の合計が80㎡以上の場
合は石綿の使用の有無に関わらず、事前
調査結果を元請事業者等が都道府県等へ
報告することが義務付けられています。
事前調査の報告はオンラインによる

「石綿事前調査結果報告システム」を使
用するか、紙様式の場合は石綿障害予防
規則に基づき現場を管轄する労働基準監
督署と大気汚染防止法に基づく地方自治
体の２箇所に提出することになります。
自治体については、富山市の場合は富
山市環境部環境保全課に、その他の場合
は富山県生活環境文化部環境保全課と
なっています。
また令和５年10月から事前調査を行
う者が石綿含有建材調査者などに限定さ
れることから、11月中旬を目途に一般建
築物石綿含有建材調査者講習会を開催す
る予定ですので、詳細が決定次第、別途
ご案内します。

石綿事前調査の
報告義務化

本年11月に県連主催
調査者講習を実施予定

令和4年度
特定健診について

和
４
年
度
市
町
村
民
税
に
係
る
課
税
標
準
額

（
令
和
３
年
分
所
得
）
の
調
査
（
確
認
）
を
行

な
い
ま
す
。

70
才
か
ら
必
要
と
な
る
「
高
齢
受
給
者
証
」

は
、
国
の
定
め
に
よ
り
毎
年
８
月
１
日
が
更

新
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
７
月
下
旬
に
組

合
員
が
所
属
す
る
地
域
建
築
組
合
へ
一
括
送

付
し
ま
す
の
で
地
域
建
築
組
合
の
担
当
者
か

ら
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

現
在
お
使
い
の
高
齢
受
給
者
証
（
青
色
）

は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
が
お
手
元
に
届

か
な
い
時
は
、
地
域
建
築
組
合
又
は
当
国
保

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

現
在
お
使
い
の
各
種
認
定
証
の
有
効
期
限

は
、
令
和
４
年
７
月
31
日
で
す
。
更
新
が
必

要
な
方
は
地
域
建
築
組
合
又
は
当
国
保
組
合

に
て
申
請
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
や
所
得
申
告

（
確
定
申
告
等
）
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
更

新
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
更
新
の
対
象
と
な
る
認
定
書
〉

●
限
度
額
認
定
証
（
70
才
未
満
の
方
、
70
才

以
上
で
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上
690
万
円
未

満
の
方
）

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
）

◇
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
高
齢
受
給
者
証
や
各

種
認
定
証
に
つ
い
て
は
、
細
か
く
裁
断
す
る

な
ど
し
て
、
ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
か
ら
の
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

各
種
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

原則すべての改修・解体工事で
事前調査を行う

調査結果を現場に提示する

100万円以上の改修工事
80㎡以上の解体工事か？

結果報告システム

自治体と監督署に
紙での報告

Yes

使えない

No

報告

�富山県建設国保組合のホームページには、新型コロナウイルス感染症に係る「傷病手
当」及び「保険料の減免」の概要、Q＆A、申請用紙を掲載していますのでご確認ください。

　　第211号	 富山県建築組合連合会だより匠	 令和４年（2022年）７月29日( 3 )



「職人さんに出会う日（旧 大工さんに出会う日）」
の開催中止について

「職人さんに出会う日」は８月21日（日）に開催を予定して
いましたが、５月16日の青年部協議会幹事会で協議した結
果、新型コロナウイルスの感染状況が小康状態を保っている
ものの、ワクチン接種を行っていない若年層に感染者が多い
ことや、開催を予定していた複数の会場で利用を断られたこ
となどにより、今年度の開催を見送ることとしました。

●タテのキー
①1972年の日中共同声明をきっかけに来日した動物
②聖徳太子の時代、中国を統一した○○
③会員○○○、○○○式比例代表制
④アンリ、ウィリアム、エドワード
⑤食う虫も好き好き
⑥ラスコー洞窟のが有名
⑦世界三大美女のひとり
⑨大英帝国最盛期の女王
⑪王の○○○○がいないと争い勃発
⑫殊勝だね
⑮近代戦争は○○○をめぐっている
⑰610年にアラビアでマホメットが創唱した宗教
⑱「青天の○○○○」
⑲チンギスハンは○○○民族
⑳アル＝カポネはイタリア○○○
㉒身を助ける
㉕○○戦争はイギリスの王位争奪をめぐる貴族間の内乱

●ヨコのキー
①普仏戦争後に成立、○○コミューン
④桃太郎が退治
⑤米西戦争でグアムなど○○○○○○の支配権はアメリカに
⑧紀元前10世紀頃、全イスラエルを統一、エルサレムに都を

定める
⑩1497年バスコ＝ダ＝ガマは○○○峰を回ってインドへ
⑫腹へったー
⑬シルクロードはコレを運ぶ
⑭カインの○○○○はアベル
⑮「○○曲直」
⑯色気より
⑱プロペラついてる
⑲イースター島にあり
㉑フランス語ならコント
㉓古代エジプトの埋葬法
㉔コレ使わぬように歯磨きを
㉖よく○○○に刻まれる侮人の顔
㉗古代、中部太平洋に存在したという大陸
㉘○○星のごとく

塗りかえられる勢力地図

●先回の解答　シツギヨウリツ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。�
〈当選者名〉（敬称略）�
坂口　陽菜（富　山）　　下関美和子（富　山）
野村　武宏（八　尾）　　西谷　隆志（西高岡）
横田　慶子（呉　羽）

●応募方法　Ａ〜F の文字を順番に並べてできた言葉（解答）
と郵便番号・住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、
下記までお送りください。FAXでも受け付けます。５名様（正解
者多数の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。
解答と当選者は匠212号で発表します。

●応募締切日　令和４年９月6日（火）消印有効
●送付先
・〒939-8251　富山市西荒屋25-4 

富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係
・FAX：076-428-8277

●
今
回
の
お
父
さ
ん

　

両
砺
波
地
協 

砺
波
支
部

井
上
外
志
則
さ
ん

　
高
岡
市
立
伏
木
中
学
校
1
年

井
上　

実
莉
さ
ん

団体は魚津チーム、団体は魚津チーム、
個人は坂口謙二個人は坂口謙二氏（婦中）氏（婦中）が優勝！が優勝！

第29回  県連ゴルフコンペ

団体の部
優勝　魚津チーム
次勝　高岡チーム
３位　加積チーム

個人の部
優勝　坂口 謙二 （婦中） NET 70.4
次勝　清都 秀世 （高岡） NET 70.6
３位　能登 一養 （加積） NET 71.0
ベストグロス賞 
　　　坂口 謙二 （婦中）トータル 74

開催日：令和４年６月29日（水）
場　所：太閤山カントリークラブ
参加者：83名（22組）

●
物
故
会
員
名

（
令
和
４
年
４
月
９
日
～
７
月
８
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

砺　

波

藪　
　
　

進

84
歳

太　

田

竹
山　

正
夫

72
歳

氷　

見

矢
方　
　

博

80
歳

新　

湊

杉
田　

直
之

80
歳

黒　

部

杉
本　
　

弘

74
歳

富　

山

中
山　
　

清

86
歳

高
岡
南

島　
　

孝
吉

65
歳

以
上
７
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
大
工
で
す
。　

お
父
さ
ん
は
、
た
ま
に
お
こ
っ
た
り
し

て
こ
わ
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
い
っ
し
ょ

に
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
ん
だ
ら
笑
顔
で
と
っ

て
も
楽
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
る
時
は
、
し
っ
か
り
と
お
こ
っ
て

き
ま
す
し
、
も
ち
ろ
ん
腹
が
立
つ
時
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
ゲ
ー
ム
な

ど
を
し
て
い
る
時
は
と
て
も
優
し
い
で
す
。

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
少
し
お
か
し
な
所
も

あ
り
ま
す
が
、
ぼ
く
を
育
て
る
た
め
に
仕

事
で
た
く
さ
ん
働
い
て
、
ぼ
く
に
お
い
し

い
物
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
り
し
て
、
今

思
う
と
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

普
段
は
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な

い
け
れ
ど
、
こ
う
い
う
形
で
感
謝
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
て
、
ぼ
く
も
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
物
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
、
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安念 正晴
（両砺波地協 砺波支部）

私
は
県
内
の
高
校
を
卒
業
後
、
株

式
会
社
白
井
大
工
に
入
社
し
、
今
で

も
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

見
習
い
時
代
は
雑
用
や
足
場
組
み

が
主
な
仕
事
で
、
正
直
仕
事
が
楽
し

い
と
思
っ
た
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
、

刻
み
仕
事
や
削
り
仕
事
を
や
ら
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
の
楽

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
は
、
社
寺
彫
刻
の
仕

事
に
目
を
奪
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
会
社
で
は
社
寺
彫
刻
を

総
称
し
て
「
う
ず
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
特
殊
な
鑿
で
リ
ズ
ム
よ
く
彫
ら

れ
て
い
く
音
や
、「
な
ま
ぞ
り
」
や

「
う
ら
じ
ろ
」
と
い
う
道
具
で
木
の
表

社
寺
彫
刻
「う
ず
」に

魅
せ
ら
れ
て

面
が
綺
麗
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
く

「
う
ず
」
の
作
品
に
憧
れ
を
抱
き
、

い
つ
か
自
分
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
す
る
に
は
道
具
を
揃

え
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
い
く
つ
も

の
種
類
の
鑿
や
鉋
が
必
要
で
す
。
中

に
は
刃
先
の
形
を
自
分
で
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
ど
れ
も
高
価
で
一
気
に
揃
え
ら

れ
ず
、
少
し
づ
つ
揃
え
て
い
き
ま
し

た
。
道
具
を
揃
え
て
い
く
中
で
少
し

ず
つ
仕
込
ん
で
は
使
っ
て
み
る
も
の

の
上
手
く
使
え
ず
、
親
方
や
兄
弟
子

に
聞
い
て
ま
た
や
っ
て
み
て
の
繰
り

返
し
で
し
た
。「
う
ず
」
を
彫
る
道

具
の
中
で
も
私
は
「
い
も
鉋
」
と
い

う
道
具
に
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。
何

度
も
何
度
も
練
習
し
て
、
や
っ
と
の

思
い
で
彫
っ
た
も
の
を
親
方
や
兄
弟

子
に
見
て
も
ら
い
、「
よ
く
や
っ
た
」

と
言
わ
れ
た
時
は
、
本
当
に
嬉
し
く

て
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
が
き
ま
り
「
う
ず
」
の
仕
事
を

こ
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
、
今

度
は
「
絵
を
描
い
て
み
ろ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
私
は
親
方
や
兄
弟
子
の

教
え
に
習
い
、
休
日
に
な
る
と
井
波

の
瑞
泉
寺
を
は
じ
め
、
個
人
的
に
気

に
な
っ
た
神
社
や
、
旅
行
で
行
っ
た

お
寺
の
「
う
ず
」
の
写
真
を
撮
っ
て

は
、
そ
の
写
真
を
見
な
が
ら
絵え

様よ
う

を

描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は

写
真
に
撮
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
描

い
て
い
く
だ
け
で
し
た
が
、
そ
の
う

ち
写
真
は
参
考
程
度
と
な
り
、
ほ
ぼ

自
分
の
考
え
だ
け
で
絵
様
を
描
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
様
を

自
由
に
描
く
と
い
う
こ
と
が
私
は

何
よ
り
も
楽
し
い
時
間
で
す
。
自

由
に
描
く
と
い
っ
て
も
注
意
す
る

点
は
様
々
あ
り
、
決
め
ら
れ
た
寸

法
の
中
で
い
か
に
収
ま
り
よ
く
繊

細
で
伸
び
が
あ
り
、
そ
れ
で
い
て

荘
厳
な
絵
様
を
描
け
る
か
が
、
私

の
中
の
ル
ー
ル
で
す
。
仕
事
の
中

で
も
仕
事
で
な
く
て
も
虹こ

う
り
ょ
う梁や
木き

端ば
な

や
蛙か

え
る
ま
た股な
ど
の
絵
様
を
考
え
て

描
き
、
親
方
に
見
せ
て
話
を
し
て

い
る
時
が
と
て
も
勉
強
に
な
り
、

楽
し
い
時
間
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
絵
様
を
描
い
て
、
親
方
か

ら
た
く
さ
ん
の
教
え
を
い
た
だ
き
、

も
っ
と
素
晴
ら
し
い
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

成績発表、表彰式は新型コロナ感染防止のた
め、各チームの代表1名が出席して行いました。

令和４年（2022年）７月29日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第211号　　( 4 )
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